
グループホーム久万いこいの郷（グリ）

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3873400273
久万高原の豊かな自然の中で季節を感じながら生活されております。入居者の中には、100歳
を越えられている方が2名おられます。103歳の方は、いまでもしっかり自分の生活スタイルを崩
さず生き生きと生活されています姿は、尊敬以外の何者でもありません。入居者とスタッフの関
係も、地域の方が多いからか、のんびりと穏やかな環境です。小さな町でもあり、かかりつけ医も
近隣にあり、医療面での連携も速やかにできております。

法人名 有限会社ｴﾙ・シー・エヌ

事業所名 グループホーム久万いこいの郷

所在地 愛媛県久万高原町入野1726番地５

自己評価作成日 平成26年8月11日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
●地域で獅子舞を教えていた方に、当時の教え子が訪ねて来てくれ、それがきっかけとなり、獅子舞保存会の訪問
があり、皆に獅子舞を見せて下さった。畑で作った野菜を皆に食べてもらうことにやり甲斐を感じている方には、新し
い農具や軍手を買いに行く時には、一緒に出かけて使い勝手の良い物を選んでもらえるよう支援されている。町の
共同作業所に通っている方は、仲間と一緒にドライブしたり、回転寿司やラーメンを食べに外食することもある。事業
所に帰ると、楽しかった一日の様子を職員に聞かせてくださるようだ。携帯電話でご家族と話したり、外泊して自宅で
ご家族と過ごせるよう支援されている。
●午前、午後、夜間に入浴を支援されており、利用者の体調や希望、職員のシフトも考慮しながら曜日や順番を決
めて支援されている。農作業をする方は、作業後に、ご自分で自由にシャワーを浴びて汗を流されている。「ぬるめ
のお湯がいい」等の好みにもその都度対応されている。お風呂好きな方が多く、「何時から？」「今日は入る日？」と
確認する方もおられるようだ。脱衣所には、利用者個別にシャンプーやボディーシャンプーを用意しており、肌の弱
い方には、敏感肌用の石鹸を複数試して、合うものを使用できるよう支援されている。

評価機関名 特定非営利活動法人JMACS

所在地 愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

訪問調査日 平成26年9月5日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

自己評価及び外部評価結果表

● 指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ ット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
修

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
役職者（経営者と同義）

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

                 役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 久万いこいの郷

(ユニット名） グリ

ホップ 職員みんなで自己評価!

氏　名 丸山・峯本

記入者（管理者）

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

評価完了日 平成26　年　　　8　月　　1　　日
－サービス向上への３ステップ－

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

いつも笑顔・行動はゆっくり・一緒に楽しくの理念を、玄関に
掲げ更にﾕﾆｯﾄにも掲げ常に意識しでいます。

(外部評価)

事業所理念を「（い）いつも笑顔・（こ）行動はゆっくりと（い）
一緒に楽しく」と作り、玄関や各ユニットに掲示されている。
法人代表者は、主役の利用者を職員が脇役になって支え
ながら、「地域に出かけたり、来てもらったりして交流してい
きたい」と話しておられた。

(自己評価)

アラマ地区の一員として、地域の奉仕活動や秋の地方祭に
参加、またホームの行事に地区の住人を招き、交流を図っ
ています。小さなことですが、入居者が庭で野菜作りをする
ようになり、近所の方が気軽に声をかけてくださったり、入居
者自身も交流の場となっております。

(外部評価)

周辺は、新しい住宅地が開発されて若い世代の家族も住ん
でおり、日頃から挨拶したり、地域や事業所行事を通して交
流されている。昨夏は「夕涼み会」時、バーベキューを企画
して地域の方達と一緒に楽しまれ、今年は「お月見会」を催
して、いも炊き等で交流することを予定されている。町の「林
業まつり」に出かけられるよう支援し、地域の方と一緒に地
元の高校生の合奏を聞いたり、餅まきにも参加された。地域
の「納涼祭」の花火大会や運動会等にも出かけ、今月9月に
行われる敬老会には数名の利用者が参加する予定になっ
ている。

(自己評価)

地域の民生委員さんや、自治会長さんに、運営推進会議に
参加をお願いしし、協力関係を築いています。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

前回の会議での検討事項や意見については、取組や経過
について、報告を行っています。外部評価の取り組み状況
や、結果についても会議の中で報告を行っています。

(外部評価)

会議は、ご家族や自治会長、民生委員、介護相談員等が
参加して実施されている。毎回、行事や利用状況の報告を
行い、その後テーマに沿って意見交換されている。今年度
は「服薬事故後の事業所の取り組み」や「町の実地指導に
ついて」報告したり、年度末には「来年度の行事予定」もお
知らせした。町の担当者は、地域との連携や町の高齢者の
現状について説明してくださった。
(自己評価)

町の担当者は、小さな困りごとにも細やかに対応してくださ
り、サービスが円滑にできるようアドバイスもくださいます。

(外部評価)

運営推進会議時、自治会長から、「クリーンデイ（地域の清
掃活動）後に事業所見学をしてはどうか」と提案があり、約
50名の方を事業所に案内して見学いただき、サービス等に
ついて説明をされた。実施に当たっては、町の担当者から
のサポートを受けながら実施された。月２回訪問がある介護
相談員の方からのアドバイスで、汚物入れの洗浄や処理に
ついて検討し改善された。

(自己評価)

玄関・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ等日中は常にオープンで、対応しております。
夜間については、自宅と同様カギをかけております。また、
言葉・態度等については、不適切ケアチェック項目を作成
し、職員一人一人が、問題意識を持ってケアに当たってい
ます。
(外部評価)

玄関や裏庭に出る掃き出し窓は自由に出入りできるように
なっており、調査訪問時、農作業を日課としている方が「朝
昼晩いつでも気が向いた時に出て世話しとります」と教えて
くださった。利用者のそわそわしている様子等が見られる
と、職員は気持ちに寄り添い、じっくりお話を聞くようにされ
ており、現在、ひとりで出て行かれる様子はないようだ。ベッ
ドから足を降ろす場所にセンサーを置き、事務所でコール
が鳴ると職員が様子を見に行き対応されている。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

虐待とは・・を再認識する為にマニュアルの作成、さらに不
適切ケアを行っていないか、スタッフ一人一人がチェック
シートを活用し、ケアの振り返りに役立てています。

(自己評価)

現在成年後見制度を利用されている方もいらっしゃることか
ら、相談員の面会等を通じ、交流を図っています。その中
で、このような制度の理解を行っています。

(自己評価)

契約時には、、事業所のケアに対する考え方や取組及び、
特に利用料金やリスク等に関しては、時間をかけ、丁寧に
説明し同意を得るようにしています。

(自己評価)

相談、苦情（意見・要望）に対しては、窓口を設置しておりま
す。また、毎月家族にケア状況報告を行っており、その時に
何でも気軽に相談・要望を伺う旨をお伝えしております。更
に、面会時には、必ず声をかけ、要望等を伺うようしており
ます。

(外部評価)

毎月、久万いこいの郷新聞を発行し、日々の利用者の暮ら
しや外出、行事の様子、来月の行事予定等をご家族に報
告されている。新聞には、近くに道の駅がオープンしたこと
や運営推進会議の案内等も載せて、気軽に来訪できるよう
工夫されている。さらに、利用者別に体調やお小遣いのこと
を書いた手紙を添えておられる。クリスマス会には、2名のご
家族の参加があり、オードブル形式の食事やビンゴゲーム
を一緒に楽しまれた。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を
払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

月１回は全体ミーティングを開催し、職員の意見、要望を聞
くと共に、１つのテーマを決め、意見交換を行っています。
また、普段からコミュニケーションを図るように心がけ、気軽
に意見やアイデアが言えるように努めています。

(外部評価)

毎月の全体会議には、職員の７割以上の参加がある。「職員個々
に年２回以上研修に参加する」ことを目標に掲げて、個々のスキル
アップに取り組まれている。研修は、休日出勤扱いとなり、研修内
容は全体会議等で報告して、皆で共有する仕組みを作っておら
れる。今年度、法人への要望や職員の意識調査として「職員アン
ケート」を実施された。管理者は今後、「アンケート結果をまとめ、
話し合う機会を持ちたい」と話されていた。おしりがかぶれる方に
は、職員がアロマテラピー講座で習ったアロマオイルを使った拭き
とりスプレーを使うようにしたところ、かぶれが解消されたようだ。お
しり拭き等の備品は、介助しながら片手で取り出せるよう、折り紙で
飾ったダンボール箱に入れておられた。

日頃のケアについては、職員それぞれに考え方があり、職
員同士、本音を伝えることに難しさもあるようだ。法人代表
者、管理者は、現在、職員の意見や要望を聞くきっかけ作り
を試行錯誤されている。アンケート結果や外部評価結果、
運営推進会議等、いろいろな立場の人の声や意見をもとに
して、職員個々が考えるような機会を作り、さらに、意見を持
ち寄って話し合いながら、チームワークを育てていかれては
どうだろうか。

(自己評価)

職員のチームワーク構築及び、ストレス改善の為、年２回は
親睦会を開催しています。特に、新職員に対しては、慣れ
ない環境への不安等考慮し、こまめに声をかけ相談ができ
やすい体制で取り組んでいます。

(自己評価)

外部研修においては、自らが学びたい研修に積極的に参
加してもらい自己研鑽に努めてもらってます。また、研修後
は報告書にまとめ情報の共有に努めています。

(自己評価)

電話における相談等、行えてますが、まだまだネットワーク
とまではいってないのが現状です。

(自己評価)

事前面談では、環境の変化による精神面の不安が考えられ
る為、特にゆっくりと穏やかな対応に心がけ、本人に受け入
れてもらえるように配慮しています。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

要望をしっかり伝えてくださる方、遠慮される方、家族も
様々ですが、最初がとても重要であるだけに本根を遠慮な
く伝えてもらえるよう、話しやすい雰囲気作りを心がけていま
す。

(自己評価)

入居前に、サービスを検討していますが、実際に入居した
際現状今何が必要かを見極めて対応するよう心がけていま
す。

(自己評価)

入居者との食事はもちろん、入居者それぞれの暮らしのス
ケジュールにあわせ時間を共有しています。園芸作業、洗
濯たたみ、料理等人生の先輩を実感する場面が多々あり良
好な関係が築けております。

(自己評価)

月１回の定期の状況報告以外にも、気になることがあれば
その都度電話連絡や　面会時には担当スタッフが率先して
家族・入居者の間にはいりかかわりを深めています。

(自己評価)

入居者全員とは言えませんが、本人の要望に応えなじみの
店に買い物に行ったり、美容室に出かけたり、時期には、墓
参りに行ったりしています。

(外部評価)

地域で獅子舞を教えていた方に、当時の教え子が訪ねて
来てくれ、それがきっかけとなり、獅子舞保存会の訪問があ
り、皆に獅子舞を見せて下さった。畑で作った野菜を皆に
食べてもらうことにやり甲斐を感じている方には、新しい農
具や軍手を買いに行く時には、一緒に出かけて使い勝手の
良い物を選んでもらえるよう支援されている。町の共同作業
所に通っている方は、仲間と一緒にドライブしたり、回転寿
司やラーメンを食べに外食することもある。事業所に帰ると、
楽しかった一日の様子を職員に聞かせてくださるようだ。携
帯電話でご家族と話したり、外泊して自宅でご家族と過ごせ
るよう支援されている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

心身の状況や気分・感情によって日内での変化が見られる
入居者に対し、他の入居者の働きかけで、安定する場面も
多々見られ入居者同士の関係の重要性を感じております。

(自己評価)

退去され引き続き地域の医療機関への入院等をされている
方などとは、関係性を大切にしております。地域以外でも、
連絡を入れたり、家族の相談に応じたりしております。

(自己評価)

日々の何気ない会話の中に、思いを感じることが多々あり
大切な時間と受け止めております。思いを伝えることが、困
難な入居者については、とにかくよりそいを大切にしていま
す。

(外部評価)

現在アセスメントは、介護計画作成担当者が実践者研修で
学んだフォームを採り入れながら、事業所独自の様式を
作っておられ、日々のバイタルチェックの他、「家族の状況」
「社会との関わり」「ターミナルの希望」等の項目を追加し、
全23項目についての情報を集めておられる。又、３ヶ月毎
に色を変えながら新しい情報を書き加え、１年を経過した
頃、全体的に見直す予定になっている。

現在ケアマネジャーがアセスメントの仕組みを作っていると
ころであり、今後さらに、一人ひとりの思いや暮らし方の希
望についての情報をもとにした、利用者主体の介護計画の
作成につなげていかれてほしい。

（自己評価）

入居までの生活歴・生活環境・趣味・嗜好等を家族はもちろ
ん、本人を知る関係者に働きかけ、情報を収集し本人のこ
れまでの暮らしぶりの把握に努めています。

(自己評価)

担当スタッフ中心に一人一人の一日の過ごし方や、生活リ
ズムの把握に努め、できることに目を向けるように努めてい
ます。

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に
検討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

最低でも3ヶ月に1回プランの見直しを実施、ただし状態に
応じて随時対応しております。毎月のモニタリングの実施、
家族や入居者の要望に耳を傾け、カンファレンスの実施を
行っています。

(外部評価)

介護計画は、ご本人、ご家族の希望を聞き、担当職員が中
心になって、利用者個々のお好きなことや困っていること、
課題について話し合い、計画作成担当者が作成されてい
る。夜間寝れず食欲が減退している方に、以前楽しんでい
た日本舞踊や唄の話等を聞かせてもらったり、歩行訓練や
テレビ体操をして体を動かすことを計画に盛り込み、状態が
改善に向かっているようだ。扇子をお渡しすると、自然に手
が動き所作を思い出されることから、計画作成担当者は今
後、「着物を着て、皆の前で踊りを披露するような機会も
作ってみたい」と話しておられた。

(自己評価)

個別のケース記録には、ケアプランの実施記録及び日々の
気づきを記録、更に健康チェック表には日々のバイタル・水
分・食事・排泄等記録し、状態の変化が常に確認できるよう
行っています。

(自己評価)

ニーズによっては、現在実施しているケアでは足りないこと
もあり、ﾕﾆｯﾄで話し合い今必要と判断したことは、速やかに
実施するよう心がけています。

(自己評価)

理美容サービスの利用や、運営推進会議に地域包括支援
サービスの方、民生委員、家族、社会福祉協議会の職員、
介護相談員の参加があり、地域の情報の把握やアドバイス
もいただいています。

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現
状に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われない、
柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組ん
でいる

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援してい
る
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

入居される前からの、かかりつけ医が引き続き支援してくれ
ています。

(外部評価)

利用者全員、入居前のかかりつけ医に続けて診てもらえる
よう支援されており、状態に合わせて受診や往診できるよう
支援されている。連携している訪問看護事業所から看護師
が毎週来られて、「健康チェック表」を確認しており、助言等
もある。言葉が不明瞭な利用者がいることを相談した際に
は、受診することをすすめられ、早期治療につながったこと
もある。

(自己評価)

常時看護師は居ませんが、週1回定期的に看護師が出勤
し、健康チェックを実施し、入居者の健康に関する気づきを
伝達してくれます。

(自己評価)

町内の医療機関への入院においては、こまめに医療機関
に出むき情報交換に努めています。

(自己評価)

実際6月に状態に変化が見られた入居者がおられ、家族・
主治医と今後の方針について話し合いを持ち、現在も取り
組んでいます。

(外部評価)

入居契約時に、「看取りに関する指針」をご家族に説明し意向を
お聞きすると、ほとんどの方が「こちらで最期まで」と希望されるよう
だ。状態の変化時には再度話し合いの機会を設け、看取り支援に
はご家族の協力が必要なことを話し、意向の確認をされている。現
在、終末期の状態にあり、「安楽にここで」と希望され事業所で過
ごしている方がある。ご本人はにぎやかな場所を好まれることか
ら、体調の良い時はできるだけ居間のお気に入りのソファで過ご
せるよう支援されており、他の利用者も話しかけてくれている。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。または、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に
取り組んでいる
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

服薬による事故が今年になって続けてあり、服薬マニュアル
の見直し、及びその他の事故予防における気づきのための
マニュアルを作成し、全体会議において意識統一を図りま
した。

(自己評価)

年に2回、消防署の立会のもと避難訓練を実施しておりま
す。その際に、防災研修も行い意識を高めています。

(外部評価)

年２回の避難訓練は、消防署の立ち会いのもと、日中・夜間の火
災を想定して実施されている。消防署からは「居室の避難は確認
できているが、トイレや浴室の避難確認もするように」とアドバイス
があった。又、別日に、地震を想定した避難訓練も実施された。事
業所地域は、火災時等、町内放送があり、自主防災組織の方達
が応援に来てくれる仕組みがある。水や米・カセットコンロ・レトルト
食品・缶詰の備蓄も用意されている。運営推進会議時には、近所
の方にもいざという時の協力をお願いしている。又、災害時には、
事業所を地域の避難場所にできることや担架も備え、いつでも貸
し出せることも伝えておられる。

(自己評価)

たとえ認知症があろうと、一人の人格を持った人間であるこ
とを、意識し対応しています。特に、排泄介助時の声賭け
は、本人にだけわかるように配慮した言葉がけ、対応に努め
ています。

(外部評価)

毎月発行している「久万いこいの郷新聞」は、個人名は載せないよ
うに配慮をされている。ご家族からの意見もあり、面会簿は、用紙
に記入してボックスに入れてもらうよう新しくされた。調査訪問時、
職員の利用者への声かけについて、「〇〇ちゃん」と呼びかけた
り、方言がやや荒々しく聞こえるような場面が見受けられた。ご本
人の嫌がる様子はなかったが、他の方達への配慮についても考え
てみてはどうだろうか。ケアマネジャーは、新たに15項目の「ケア
チェック表」を作成しており、職員個々にケアを点検できるような仕
組みを作っておられた。

職員の対応や言葉かけは、ケアサービスの質にも大きくか
かわることでもある。職員自身の気付きは改善への最大の
起点でもあり、利用者の立場に立ち、気付きをもとにした取
り組みに期待したい。

(自己評価)

日々のかかわりの中で、本人が自然に思いを表せるような
接し方に努めています。実際、何気ない会話の中で、思い
をポツポツと伝えてくださいます。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

入居者全員とは言えませんが、本人のペースを大事にし、
希望に耳を傾け、できることは支援しています。

(自己評価)

女性の入居者が多く、どの方もおしゃれでいつも身だしな
みに気をつけておられます。その方その方のこだわりもあり
ます。

(自己評価)

全員ではありませんが、食事の下ごしらえ・味見・食器洗い・
食器の片付け等会話をしながら楽しんでます。ごぼうのささ
がきなどは、職員よりも上手にされます。

(外部評価)

食事は、毎月各ユニットの代表職員が相談し献立を立て、
それぞれのユニットで手作りされている。食材は近所のスー
パーで購入しており、利用者と買い物に行く際には、お好き
な野菜を見つけて「これ食べたい」と手に取ることもあるよう
だ。料理の得意な利用者は、煮物の味付けや酢物の調味
料を調合したり、野菜の下ごしらえや全員分のおにぎりを
握ってくださることもある。調査訪問時の献立は、唐揚げや
コロッケで、利用者が丹精して育てたトマトも添えられてい
た。職員は、一人ひとりの様子を見ながら、食器を傾けス
プーンですくい易くする等、ご自分の力で食べられるよう工
夫されている。

　

(自己評価)

入居者ごとに、必要な水分量を把握し摂取を促し、また食
事に関しては、状態に応じた形態にて提供、食事量の把握
を行っております。全て記録に残し、不足時等はかかりつけ
医への連絡にて、指示をもらったりしています。

(自己評価)

個々に応じた口腔ケアを実施しており、場合によっては歯
科受診も行い、速やかに対応しております。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

9名全員基本トイレでの排泄を行っております。入居者に合
わせた排泄物品（パットの種類・紙パンツ等）にて対応して
います。内2名の方が、尿意・便意が確実でない為、パター
ンの把握につとめ少しでもパット内の失禁が減らせるよう取
り組んでいます。

(外部評価)

便秘気味の方には、センナ茶や牛乳等、薬に頼らない方法
を工夫されている。入居時、紙おむつを使用していた方が
「布パンツの方がいい」と希望されたことから、トイレで排泄
できるような支援を重ね、現在は、布パンツでご自分でトイ
レに行けるまでに、状態が改善されたようなケースもある。

　

(自己評価)

排泄状況を記録し、入居者によって何日便がないかを把握
し、それぞれにあった対応を工夫しています。牛乳・ヨーグ
ルト・水分量での調整をし、それでも通じがない場合は、便
秘薬の服用を行っています。

(自己評価)

午前浴・午後浴・夜間浴と個々に応じた支援を行っていま
す。また、軽作業などで、疲れたり汗をかいたときなどには、
シャワー浴を勧めたり臨機応変に対応しています。

(外部評価)

午前、午後、夜間に入浴を支援されており、利用者の体調や希
望、職員のシフトも考慮しながら曜日や順番を決めて支援されて
いる。農作業をする方は、作業後に、ご自分で自由にシャワーを
浴びて汗を流されている。「ぬるめのお湯がいい」等の好みにもそ
の都度対応されている。お風呂好きな方が多く、「何時から？」「今
日は入る日？」と確認する方もおられるようだ。脱衣所には、利用
者個別にシャンプーやボディーシャンプーを用意しており、肌の
弱い方には、敏感肌用の石鹸を複数試して、合うものを使用でき
るよう支援されている。

(自己評価)

消灯時間は基本21時ですが、個々の就寝時間に合わせ柔
軟に対応しています。日中でも、在宅で生活していた時の
スタイルがあり、休息をとられる習慣の方には、そのスタイル
を維持していただいております。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

服薬事故が5月にあり、再発防止のためマニュアルの見直
し・確実な服薬支援を心がけています。個々の処方箋は、ﾕ
ﾆｯﾄに保管し、今何の薬を飲んでいるか、効能は何か等、ス
タッフ一人一人が把握し、対応するよう心がけています。

(自己評価)

生活暦・趣味・特技等を把握し、体に身に付いた能力を活
かしてもらえるよう個々に応じた働きかけを行っています。誰
かが行うと、他の方も行うなどの連鎖反応も見受けられま
す。

(自己評価)

ケアプランに外出支援を導入することで、実施に努めていま
すが、まだまだ外出支援ができていないのが現状です。家
族の面会時には、外出支援を行ってくださるかたも居ます。

(外部評価)

全員での外出は、全体会議で計画されており、利用者の希
望を聞きながら、花見やいちご狩り、ぶどう狩り、久万カント
リークラブの並木道散策に出かけたり、近くの道の駅で買い
物や外食ができるよう支援されている。職員が同行して松山
市内の病院で受診する方は、外食して帰られる。又、入居
前から利用している美容院にカラーやカットに出かけたり、
顔馴染みの衣料店に洋服を買いに行くことも支援されてい
る。

(自己評価)

基本的には、ホームでの管理となっておりますが、能力に
応じ少額程度は自分で管理できる方もいます。

(自己評価)

家族が遠方で面会も難しい方（家族も高齢）は、手紙で思
いを伝え、精神的な安定を図られている方もいます。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支
援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム久万いこいの郷（グリ） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）
(自己評価)

季節に合わせた壁面レイアウト（幼稚っぽくならないように）を心が
け、また入居者の手作り作品の展示を行っております。外部からの
指導にて、においには注意をしております。居心地のよい空間作
りには大切な、五感刺激にも配慮するよう心がけています。

(外部評価)

事業所建物は、地元の杉の木をふんだんに使い、木のぬくもりのある温かい
造りとなっている。居間の掃き出し窓からはテラスに出られるようになってお
り、愛犬とふれ合ったり、畑や庭を眺めながらひなたぼっこする方もある。調
査訪問時には利用者お二人がテラスのベンチに座ってたばこを吸いなが
ら、「山がすぐそこに綺麗に見えて気持ちがいい」と話しておられた。日よけ
のゴーヤカーテンは、居間に入る日差しを和らげていた。居間や廊下の壁
面には、利用者と作った折り紙作品が多数掲示してあり、調査訪問時、包装
紙で作った蝶々やビーズ作品の作り方を教えてくださる方もあった。午前中
は、ケーブルテレビの演歌番組を皆で見て楽しまれていた。又、数ヶ月ごと
に、利用者のリクエストに応えて、映写機で昔の映画を鑑賞できるような時間
も作っておられる。

　

(自己評価)

リビングでくつろぐ人、ﾍﾞﾗﾝﾀﾞのベンチでくつろぐ人、畳の
間で休む人、それぞれﾘﾗｯｸｽできる居場所を見つけていま
す。

(自己評価)

自宅で馴染んでいたコタツや、タンス、家族の写真、位牌等
を持ってこられ心安らぐ空間になっている方も多くいらっ
しゃいますが、持込の少ない方については、担当スタッフが
レイアウトを考えたり、手作り作品などで、工夫しています。

(外部評価)

入り口のドアには、ご自分の居室が分かりやすいよう大きく名前を
書いて貼り、担当職員名も掲示されている。全室に温度計をかけ、
特に夏場は、西日の強い居室の温度管理を小まめに行い調節を
されている。神棚や仏壇を置き、日々手を合わす方が数名おら
れ、しきびは、職員が用意し、欠かすことのないように支援されて
いる。こたつで手芸作品を作って過ごす方や好きな演歌歌手の
CDを聞く方、日記帳を毎日書く方もおられる。お孫さんの写真や
趣味の手芸作品を飾ったり、ご家族の思い出の品々を枕元に置
いている方もみられた。

　

(自己評価)

入居者が自立した日常生活が送れるよう、特に安全に配慮
した生活動線となっております。息苦しさのないゆったりとし
た空間となっております。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱
をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

特定非営利活動法人JMACS
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